
策

 
□ 廃止　　　　 

名

※決算額については、

農

端数処理により、他資

業

料の決算額と差異が生

基

じている場合もありま

本

す。

目標 交流と賑わいのあ

No. 事

る

務事業名 活動内容 コス

ま

ト（事業費：千円）

農

ち

振計画変更と農地流動

要

化推進事業 令和　４年

施

度 令和　５年度 令和　

策

５年度 令和　６年度 令

の

和　４年度 令和　５年

目

度 令和　５年度 令和　

的

６年度
活動指標名 単位

地

実績 計画 実績 計画 決算

域

当初予算 決算 当初予算

の

全体事業概要
①

農用区

特

域面積/市街化調 ％ 5

性

2 54 52 54
農地の

を

保全や農地の流動化を

生

促進するため、農地中

か

間 整区域内の農用地面

し

積
管理事業を活用して

た

、規模拡大を図る担い

農

手への農地 36 109

業

12 5,164
の集積

に

を進めるとともに、近

よ

年増加傾向にある荒廃

る

農
②地の発生予防と農

農

地の再生に取り組む。

業

令和　７年度の優先度

者

③2 　□ Ａ　　　 

の

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

経

　　　 □ Ｄ　

令和

営

３年３月に行われた農

の

業振興地域整備計画の

安

定期見直しにより、農

定

用地区域（青地）面積

と

の数字の精査が行
□ 

所

計画どおり   
令和

得

　５年度 われ、市街化

向

調整区域内の農用地面

上

積にかかる農用地区域

、

面積が減少した。
■ 

生

遅延        

産

 
の評価

□ 進展なし

力

     

■ 維持　

の

□ 拡大 10ha以上

強

の集団農地に存する農

化

用地区域外の農地（白

に

地）については、農用

よ

地区域への編入の検討

り

を行う。
事業区分 □ 

、

自治事務   □ 法

地

定受託   □ その

域

他
今後の方向性 □ 縮

農

小　□ 改善
（改善措

業

置等）□ 休止　□ 

を

終了
計画対象 □ 実施

活

計画査定対象  □ 

性

行政改革対象 
□ 廃

化

止　　　　 

させること。

施策の方向 農業基盤整備の推進

各活動指標により、計画値を達成できたものとできなかったものがそれぞれあるが、概ね計画通り遂行できた。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

鳥獣被害対策事業 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令和　６年度 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令和　６年

1

度
活動指標名 単位

実績

頁

計画 実績 計画 決算 当初

令

予算 決算 当初予算
全体

和

事業概要
①

鳥獣被害対

 

策実施隊によ 回 86 1

5

10 69 110
近年増

年

加傾向にある鳥獣によ

度

る農作物被害に対し、

　

現 る活動
場での実践的

　

な対策を担う体制の整

事

備、人材育成を図 1,

務

544 1,528 1,

事

647 1,528
る。

業

②
有害鳥獣残渣処理 件

評

67 40 59 40

令和

価

　７年度の優先度

③
有

表

害鳥獣捕獲業務（委託

（

頭 205 250 193

個

250
1 ） 　□ Ａ　

票

　　 □ Ｂ　　　 

）

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

課

　

鳥獣被害対策実施隊

名

の活動回数はのべ69

産

回、有害鳥獣捕獲頭数

業

は193頭だったが、

文

市民からの通報内容や

化

生息個
■ 計画どおり

部

   
令和　５年度 体

農

数に左右される面もあ

政

るため、一律の評価は

課

難しい。
□ 遅延  

作

       
の評価

成

□ 進展なし    

日

 

■ 維持　□ 拡大

令

猟友会と民間受託業者

和

のそれぞれの強みを最

　

大限活用し、効率的な

６

捕獲活動と被害軽減施

年

策を講じていく。
事業

　

区分 □ 自治事務  

８

 □ 法定受託   

月

□ その他
今後の方向

　

性 □ 縮小　□ 改善

１

（改善措置等）□ 休

日

止　□ 終了
計画対象

概

□ 実施計画査定対象

施

  □ 行政改革対象



策名 農業 基本目標 交流と

No. 事務事業

賑

名 活動内容 コスト（事

わ

業費：千円）

市単独事

い

業費補助金 令和　４年

の

度 令和　５年度 令和　

あ

５年度 令和　６年度 令

る

和　４年度 令和　５年

ま

度 令和　５年度 令和　

ち

６年度
活動指標名 単位

要

実績 計画 実績 計画 決算

施

当初予算 決算 当初予算

策

全体事業概要
①

耕作放

の

棄再生面積 ha 0.0

目

4 1 0.90 1
耕作放

的

棄地の再生・営農定着

地

を促進するため、障害

域

物
除去、深耕、整地、

の

土壌改良等に要する経

特

費の一部を 65 320

性

826 456
支援する

を

。
②

耕作放棄地再生利

生

用事業 件数 1 2 3 2
補

か

助金交付件数

令和　７

し

年度の優先度

③4 　□

た

 Ａ　　　 □ Ｂ　

農

　　 □ Ｃ　　　 

業

□ Ｄ　

耕作放棄地の

に

再生を希望する農家が

よ

複数件あり、面積は概

る

ね計画どおり、件数は

農

計画を上回った。
■ 

業

計画どおり   
令和

者

　５年度
□ 遅延  

の

       
の評価

経

□ 進展なし    

営

 

■ 維持　□ 拡大

の

日当たり、傾斜、進入

安

路など耕作条件の良い

定

耕作放棄地については

と

、再生を希望する農家

所

が一定数いることから

得

事業区分 □ 自治事務

向

   □ 法定受託 

上

  □ その他
今後の

、

方向性 □ 縮小　□ 

生

改善 現状を維持する。

産

（改善措置等）□ 休

力

止　□ 終了
計画対象

の

□ 実施計画査定対象

強

  □ 行政改革対象

化

 
□ 廃止　　　　 

により、地域農業を活性化させること。

施策の方向 農業基盤整備の推進

各活動指標により、計画値を達成できたものとできなかったものがそれぞれあるが、概ね計画通り遂行できた。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

国・県支出金を伴う事業費補助金 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令和　６年度 令和　４年度 令和　５年度 令和　５

2

年度 令和　６年度
活動

頁

指標名 単位
実績 計画 実

令

績 計画 決算 当初予算 決

和

算 当初予算
全体事業概

 

要
①

荒廃農地再生・集

5

積促進 件数 1 2 1 2
・

年

荒廃農地再生・集積促

度

進事業費補助金 事業費

　

補助金交付件数
荒廃農

　

地等を再生利用する取

事

組を推進し、荒廃農地

務

の 741 750 341

事

250
発生防止と解消

業

を図るため、再生作業

評

、土壌改良等に
②要す

価

る経費を支援する。

令

表

和　７年度の優先度

③

（

3 　□ Ａ　　　 □

個

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

票

　　 □ Ｄ　

荒廃農

）

地の再生を希望する農

課

家が少なかったため１

名

件となった。
□ 計画

産

どおり   
令和　５

業

年度
■ 遅延    

文

     
の評価

□ 

化

進展なし     

■

部

 維持　□ 拡大 日当

農

たり、傾斜、進入路な

政

ど耕作条件の良い荒廃

課

農地については、再生

作

を希望する農家が一定

成

数いることから現
事業

日

区分 □ 自治事務  

令

 □ 法定受託   

和

□ その他
今後の方向

　

性 □ 縮小　□ 改善

６

状を維持する。
（改善

年

措置等）□ 休止　□

　

 終了
計画対象 □ 実

８

施計画査定対象  □

月

 行政改革対象 
□ 

　

廃止　　　　 

※決算

１

額については、端数処

日

理により、他資料の決

概

算額と差異が生じてい

施

る場合もあります。



策名 農業 基本目標 交流

No. 事務事業名 活動

と

内容 コスト（事業費：

賑

千円）

国・県建設事業

わ

に係る負担金 令和　４

い

年度 令和　５年度 令和

の

　５年度 令和　６年度

あ

令和　４年度 令和　５

る

年度 令和　５年度 令和

ま

　６年度
活動指標名 単

ち

位
実績 計画 実績 計画 決

要

算 当初予算 決算 当初予

施

算
全体事業概要

①
土地

策

改良事業数 事業 7 7 6

の

5
国・県が施行する土

目

地改良事業に対し、事

的

業別に定め
られた率で

地

、事業費の一部を市が

域

負担する。農道の拡 8

の

1,889 100,3

特

45 95,940 45

性

,482
幅や舗装等、

を

農道整備を、地域要望

生

を反映させながら
②、

か

持続的発展に向けた基

し

盤作りを行う。

令和　

た

７年度の優先度

③6 　

農

□ Ａ　　　 □ Ｂ

業

　　　 □ Ｃ　　　

に

 □ Ｄ　

一部事業で

よ

事業費の増減はあった

る

ものの、概ね計画どお

農

りに実施した。
■ 計

業

画どおり   
令和　

者

５年度
□ 遅延   

の

      
の評価

□

経

 進展なし     

営

■ 維持　□ 拡大 農

の

道整備や圃場整備、農

安

業用施設整備事業等の

定

土地改良事業を、今後

と

も地域要望を反映させ

所

ながら継続的に実施
事

得

業区分 □ 自治事務 

向

  □ 法定受託  

上

 □ その他
今後の方

、

向性 □ 縮小　□ 改

生

善 していく。
（改善措

産

置等）□ 休止　□ 

力

終了
計画対象 □ 実施

の

計画査定対象  □ 

強

行政改革対象 
□ 廃

化

止　　　　 

により、地域農業を活性化させること。

施策の方向 農業基盤整備の推進

各活動指標により、計画値を達成できたものとできなかったものがそれぞれあるが、概ね計画通り遂行できた。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

国・県支出金を伴う事業費補助金 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令和　６年度 令和　４年度 令和　５年度 令和　５

3

年度 令和　６年度
活動

頁

指標名 単位
実績 計画 実

令

績 計画 決算 当初予算 決

和

算 当初予算
全体事業概

 

要
①

市内活動組織 組 3

5

3 3 4
農業・農村の有

年

する多面的機能の維持

度

管理を図るため
、草刈

　

り作業や花壇の管理な

　

ど地域の共同活動に対

事

し 3,189 3,18

務

9 3,189 4,68

事

8
『多面的機能支払交

業

付金』を利用した支援

評

を行い、地
②域資源の

価

適切な保全管理を推進

表

する。

令和　７年度の

（

優先度

③5 　□ Ａ　

個

　　 □ Ｂ　　　 

票

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

）

　

活動組織に対し、適

課

切な支援を行うことが

名

できた。
■ 計画どお

産

り   
令和　５年度

業

□ 遅延      

文

   
の評価

□ 進展

化

なし     

■ 維

部

持　□ 拡大 引き続き

農

、草刈りや花壇の管理

政

をはじめとした地域の

課

共同活動に対し、適切

作

な支援を行うよう努め

成

る。
事業区分 □ 自治

日

事務   □ 法定受

令

託   □ その他
今

和

後の方向性 □ 縮小　

　

□ 改善
（改善措置等

６

）□ 休止　□ 終了

年

計画対象 □ 実施計画

　

査定対象  □ 行政

８

改革対象 
□ 廃止　

月

　　　 

※決算額につ

　

いては、端数処理によ

１

り、他資料の決算額と

日

差異が生じている場合

概

もあります。

施



策名 農業 基

No.

本

事務事業名 活動内容 コ

目

スト（事業費：千円）

標

農業用施設維持管理事

交

業 令和　４年度 令和　

流

５年度 令和　５年度 令

と

和　６年度 令和　４年

賑

度 令和　５年度 令和　

わ

５年度 令和　６年度
活

い

動指標名 単位
実績 計画

の

実績 計画 決算 当初予算

あ

決算 当初予算
全体事業

る

概要
①

修繕 件 20 12

ま

15 12
農道や農業用

ち

水路において、農業者

要

の安全を保ち、地
域農

施

業の振興を図るため、

策

必要な修繕や草刈り等

の

を実 25,006 73

目

,144 53,051

的

71,303
施する。

地

②
草刈り 件 2 2 2 2

令

域

和　７年度の優先度

③

の

土砂撤去 件 3 3 4 3
8

特

　□ Ａ　　　 □ 

性

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

を

　 □ Ｄ　

修繕、草

生

刈り、土砂撤去は概ね

か

計画通りであった。
■

し

 計画どおり   
令

た

和　５年度
□ 遅延 

農

        
の評

業

価
□ 進展なし   

に

  

■ 維持　□ 拡

よ

大 パトロールなどを行

る

い、施設の経年劣化等

農

の把握に努める。また

業

、必要に応じて予防保

者

全を行い、ライフサイ

の

ク
事業区分 □ 自治事

経

務   □ 法定受託

営

   □ その他
今後

の

の方向性 □ 縮小　□

安

 改善 ルコストを低減

定

する。
（改善措置等）

と

□ 休止　□ 終了
計

所

画対象 ■ 実施計画査

得

定対象  □ 行政改

向

革対象 
□ 廃止　　

上

　　 

、生産力の強化により、地域農業を活性化させること。

施策の方向 農業基盤整備の推進

各活動指標により、計画値を達成できたものとできなかったものがそれぞれあるが、概ね計画通り遂行できた。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

農免農道維持管理補修事業 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令和　６年度 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令

4

和　６年度
活動指標名

頁

単位
実績 計画 実績 計画

令

決算 当初予算 決算 当初

和

予算
全体事業概要

①
草

 

刈り等 件 1 1 1 1
農免

5

農道の定期的なパトロ

年

ールを行い、維持管理

度

、補
修などを行う。 3

　

,433 3,994 3

　

,853 4,016

②

事

土砂撤去等 件 1 1 3 1

務

令和　７年度の優先度

事

③
修繕 件 1 1 1 1

7 　

業

□ Ａ　　　 □ Ｂ

評

　　　 □ Ｃ　　　

価

 □ Ｄ　

土砂撤去等

表

の実施件数が増加した

（

ものの、概ね当初予算

個

通り事業を執行できた

票

。
■ 計画どおり  

）

 
令和　５年度

□ 遅

課

延         

名

の評価
□ 進展なし 

産

    

■ 維持　□

業

 拡大 引続き予算通り

文

事業を実施し、緊急時

化

に速やかに対応できる

部

体制を整えていく。
事

農

業区分 □ 自治事務 

政

  □ 法定受託  

課

 □ その他
今後の方

作

向性 □ 縮小　□ 改

成

善
（改善措置等）□ 

日

休止　□ 終了
計画対

令

象 □ 実施計画査定対

和

象  □ 行政改革対

　

象 
□ 廃止　　　　

６

 

※決算額については

年

、端数処理により、他

　

資料の決算額と差異が

８

生じている場合もあり

月

ます。

　１日

概 施



策名 農業 基

No.

本

事務事業名 活動内容 コ

目

スト（事業費：千円）

標

幸原揚水機場維持管理

交

事業 令和　４年度 令和

流

　５年度 令和　５年度

と

令和　６年度 令和　４

賑

年度 令和　５年度 令和

わ

　５年度 令和　６年度

い

活動指標名 単位
実績 計

の

画 実績 計画 決算 当初予

あ

算 決算 当初予算
全体事

る

業概要
①

設備点検委託

ま

回 1 1 1 1
農業用水の

ち

安定供給により、地域

要

農業の育成及び経営
の

施

安定を図るため、揚水

策

施設及び用水路の維持

の

管理補 4,844 1,

目

245 898 1,79

的

5
修を実施する。

②
ポ

地

ンプ槽清掃管理業務委

域

回 1 1 1 1
託

令和　７

の

年度の優先度

③
修繕 件

特

1 1 1 1
10 　□ Ａ

性

　　　 □ Ｂ　　　

を

 □ Ｃ　　　 □ 

生

Ｄ　

例年実施している

か

、電気設備点検及びポ

し

ンプ槽清掃業務委託を

た

実施するとともに令和

農

５年は制御盤の修繕を

業

行っ
■ 計画どおり 

に

  
令和　５年度 た。

よ

□ 遅延      

る

   
の評価

□ 進展

農

なし     

□ 維

業

持　■ 拡大 設備の経

者

年により、今後修繕箇

の

所が増加する傾向にあ

経

る。令和６年度は点検

営

用の蓋の修繕を予定し

の

ている。
事業区分 □ 

安

自治事務   □ 法

定

定受託   □ その

と

他
今後の方向性 □ 縮

所

小　□ 改善
（改善措

得

置等）□ 休止　□ 

向

終了
計画対象 □ 実施

上

計画査定対象  □ 

、

行政改革対象 
□ 廃

生

止　　　　 

産力の強化により、地域農業を活性化させること。

施策の方向 農業基盤整備の推進

各活動指標により、計画値を達成できたものとできなかったものがそれぞれあるが、概ね計画通り遂行できた。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

松毛川排水機場維持管理事業 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令和　６年度 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度

5

令和　６年度
活動指標

頁

名 単位
実績 計画 実績 計

令

画 決算 当初予算 決算 当

和

初予算
全体事業概要

①

 

修繕 件 1 1 1 1
流域の

5

農用地の浸水被害を未

年

然に防止するため、排

度

水
機場施設の適正管理

　

を行い、正常な排水機

　

能を確保す 6,066

事

6,034 5,267

務

5,820
る。

②
保守

事

運営委託 件 5 5 5 5

令

業

和　７年度の優先度

③

評

9 　□ Ａ　　　 □

価

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

表

　　 □ Ｄ　

適切な

（

施設運営が出来ている

個

。修繕内容を精査した

票

結果、１件実施になっ

）

た。
■ 計画どおり 

課

  
令和　５年度

□ 

名

遅延        

産

 
の評価

□ 進展なし

業

     

■ 維持　

文

□ 拡大 引続き保守・

化

点検を実施し、適切な

部

施設運営に努める。
事

農

業区分 □ 自治事務 

政

  □ 法定受託  

課

 □ その他
今後の方

作

向性 □ 縮小　□ 改

成

善
（改善措置等）□ 

日

休止　□ 終了
計画対

令

象 □ 実施計画査定対

和

象  □ 行政改革対

　

象 
□ 廃止　　　　

６

 

※決算額については

年

、端数処理により、他

　

資料の決算額と差異が

８

生じている場合もあり

月

ます。

　１日

概 施


